第８回「日・ＡＳＥＡＮ対話：金融・経済危機における日・ＡＳＥＡＮ協力」
“The 8th JAPAN-ASEAN DIALOGUE:Japan-ASEAN Cooperation amid the 
Financial and Economic Crisis” のご案内

　この度、日本国際フォーラムの姉妹団体であるグローバル・フォーラムは、ＡＳＥＡＮ-ＩＳＩＳ（ＡＳＥＡＮ戦略国際問題研究所連合）との共催、読売新聞社、日本アセアンセンターのご協力により、２００９年９月１１（金）に「日・ＡＳＥＡＮ対話：金融・経済危機における日・ＡＳＥＡＮ協力」を開催することになりましたので、ご案内申し上げます。この対話は、２００２年以来７回にわたり実施してきたもので、今回はその第８回に当たります。「プログラム」は　http://www.gfj.jp/jpn/dialogue/33/program.pdf　をご参照ください。

　米国のサブプライム危機に端を発した国際金融危機は、実体経済にも波及し、いま世界経済は「百年に一度」とも言われる危機の渦中にあります。輸出主導型で経済成長を遂げてきた東アジア諸国も例外ではなく、貿易・投資両面で大きな打撃を受けています。今後、東アジア諸国が持続的な経済成長を実現し、引き続き世界経済の成長センターとして発展していくためには、どうすればよいのか。

　今回の会議では、このような問題意識をもって、ＡＳＥＡＮ各国およびＡＳＥＡＮ事務局から、スンドラン・プシュパナータンＡＳＥＡＮ事務局次長（ＡＳＥＡＮ経済共同体担当）、サイモン・テイ・シンガポール国際問題研究所会長、マハニ・ザイナル・アビディン・マレーシア戦略国際問題研究所所長等の論客をお迎えし、日本側専門家との間で議論を行うものであります。本会議Ⅰ、Ⅱでは、金融・経済危機の現状と対応について各国別に報告してもらい、本会議Ⅲでは、金融・経済危機における日・ＡＳＥＡＮ協力の今後の展望について討論を行う予定です。なお、この「対話」の議論の成果は、政策提言として取りまとめ、日本政府ならびにＡＳＥＡＮ各国政府に提出する予定であります。

　この「対話」は、出席者全員が円卓形式によりパネリストに伍して自由に討論することを原則としておりますが、もとより専ら聴衆として参加されることも構いません。当日は、日英の同時通訳が入りますので、申し添えます。

　ご出席可能な方は、下記「出席回答ファックス用紙」にて９月４日（金）までにファックスあるいはメール(gfj@gfj.jp<mailto:gfj@gfj.jp> )にて事務局宛にその旨をご返信ください。会場収容能力を超える応募がある場合は、先着順で締め切ることもあり得ますので、予めご了承ください。また、昼食につきましては、各自お取りいただきたくお願い申し上げます。

記

第８回「日・ＡＳＥＡＮ対話：金融・経済危機における日・ＡＳＥＡＮ協力」
（「プログラム」は　http://www.gfj.jp/jpn/dialogue/33/program.pdf　をご
参照ください）
　１．日　時：２００９年９月１１日（金）
　２．場　所：国際文化会館（東京都港区六本木５－１１－１６　電話：０３－
３４７０－４６１１）
------------------------------------------------------------------------
                      出席回答ファックス用紙
ＦＡＸ宛先:０３－３５０５－４４０６（グローバル・フォーラム事務局）

出席を希望するセッションに、○印をご記入ください。
本会議Ⅰ[　　]　・　本会議Ⅱ[　　]　・　本会議Ⅲ[　　]　
（10:00-12:00）　　　（13:00-14:50）　　　（15:00-16:45）

お名前：（日本語） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英語）　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　
ご所属：（日本語） 　　　　　　　　　　　　　　　        　 （英語）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お肩書：（日本語） 　　　　　　　　　　　　　　　        　 （英語）　
ご連絡先：TEL:　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX:  　
　　　　   　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail：　　　　
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